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近代の建物（昭和会館） 近代の建物（酒造施設） 雪囲い設置の様子

卯建を上げる町家（旧京藤甚五郎家住宅） 平入の町家（宿場中心部） 妻入の町家（宿場北側）

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
と
は

　
伝
統
的
建
造
物
群
の
保
存
制
度
は
、
歴
史
的
な
町
並
み
を
継

承
し
た
い
と
す
る
住
民
の
意
欲
や
自
治
体
の
取
り
組
み
を
推
進

す
る
た
め
、
昭
和
50
年
の
文
化
財
保
護
法
改
正
に
よ
り
創
設
さ

れ
、
現
代
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
文
化
財
保
護
法
で
は
、
城
下
町
・
門
前
町
・
宿
場
町
な
ど
の

伝
統
的
建
造
物
群
及
び
こ
れ
と
一
体
を
な
し
て
そ
の
価
値
を
形

成
し
て
い
る
環
境
を
保
存
し
て
い
く
た
め
、
町
が
定
め
る
地
区
を

「
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
」（
伝
建
地
区
）と
言
い
ま
す
。
ま

た
、
伝
建
地
区
の
な
か
で
特
に
価
値
が
高
い
も
の
と
し
て
国
か

ら
選
定
さ
れ
た
も
の
が「
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
」（
重

伝
建
地
区
）で
す
。
令
和
３
年
８
月
２
日
現
在
、
重
伝
建
地
区
は

全
国
１
０
４
市
町
村
で
１
２
６
地
区
が
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

南
越
前
町
今
庄
宿
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
の
特
徴

　
南
越
前
町
今
庄
宿
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区（
今
庄
宿
伝

建
地
区
）は
、
南
越
前
町
の
ほ
ぼ
中
央
、
南
条
山
地
の
山
間
部

に
位
置
し
、
旧
北
陸
道
沿
い
に
形
成
さ
れ
た
今
庄
宿
の
宿
場
の

ほ
ぼ
全
域
に
あ
た
り
ま
す
。
今
庄
宿
は
慶
長
年
間
に
成
立
し
た

旧
北
陸
道
沿
い
の
宿
場
町
で
、
中
心
部
に
は
本
陣
や
脇
本
陣
、

問
屋
場
等
が
置
か
れ
ま
し
た
。
江
戸
時
代
に
四
度
の
大
火
に
見

舞
わ
れ
、
特
に
文
政
元
年（
１
８
１
８
）の
大
火
で
大
き
な
被
害

を
受
け
ま
し
た
。
今
庄
宿
内
に
あ
る
多
く
の
町
家
は
こ
の
大
火

の
後
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
宿
駅
制
廃
止
後
も
、
明
治
29
年
に

北
陸
線
敦
賀
駅
―
森
田（
福
井
）駅
間
が
開
業
す
る
と
、
昭
和
37

年
の
北
陸
ト
ン
ネ
ル
開
通
、
北
陸
本
線
電
化
ま
で
は
、
鉄
道
の

町
と
し
て
発
展
を
遂
げ
ま
し
た
。

　
今
庄
宿
の
地
割
は
、
間
口
よ
り
奥
行
が
長
い
短
冊
型
で
、
地

区
の
中
心
部
ほ
ど
奥
行
が
深
く
、
端
部
に
行
く
ほ
ど
浅
く
な
っ

て
い
ま
す
。
敷
地
に
は
、
街
道
に
面
し
て
主
屋
が
建
ち
並
ん
で

い
ま
す
。
緩
や
か
に
曲
が
る
と
こ
ろ
で
は
敷
地
境
が
、
街
道
に

対
し
て
斜
行
し
、
主
屋
が
雁
行
し
て
並
び
ま
す
。
隣
家
と
の
間

隔
は
密
接
さ
せ
ず
、
隙
間
を
設
け
る
も
の
が
多
く
、
隣
家
の
境

に
木
戸
を
設
け
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
主
屋
の
裏
手
に
は
角
屋

（
主
と
し
て
風
呂
や
便
所
等
の
水
回
り
）が
張
り
出
し
、
そ
の
脇

に
は
庭
を
配
し
、
奥
に
土
蔵
を
建
て
る
も
の
が
多
い
で
す
。

　
今
庄
宿
伝
建
地
区
は
、
江
戸
時
代
か
ら
昭
和
30
年
代
ま
で
に

建
て
ら
れ
た
伝
統
的
な
建
造
物
が
歴
史
的
な
町
並
み
を
形
成
し
、

越
前
地
方
の
豪
雪
地
に
発
展
し
た
旧
北
陸
道
の
宿
場
町
の
歴
史

的
風
致
を
良
好
に
伝
え
て
い
ま
す
。

伝
統
的
建
造
物
の
特
徴 

　
伝
統
的
建
造
物
の
主
屋
は
、
街
道
沿
い
に
平
入
が
多
く
見
ら

れ
ま
す
。
平
入
の
主
屋
は
木
太
い
登
梁
を
二
階
の
軒
先
に
突
き

出
す
豪
壮
な
造
り
が
特
徴
的
で
、
二
階
の
両
端
に
は
袖
壁
を
付

し
、
一
階
の
正
面
に
格
子
を
は
め
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
の
主
屋

で
は
本
卯
建
を
上
げ
る
も
の
や
正
面
の
壁
を
前
側
に
傾
け
る
も

の
が
み
ら
れ
ま
す
。
街
道
の
周
辺
に
は
妻
入
も
み
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
冬
期
に
庇
の
下
に
設
け
る
雪
囲
い
も
特
徴
的
で
、
歴
史
的
な

町
並
み
を
形
成
す
る
重
要
な
構
成
要
素
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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〈
名　
　
称
〉　
南
越
前
町
今
庄
宿
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

〈
所
在
地
〉　
南
越
前
町
今
庄
の
一
部

〈
面　
　
積
〉　
約
９・２
ヘ
ク
タ
ー
ル

〈
種　
　
別
〉　
宿
場
町

〈
選
定
基
準
〉　 （
二
）伝
統
的
建
造
物
群
及
び
地
割
が
よ
く
旧
態

を
保
持
し
て
い
る
も
の

南
越
前
町
今
庄
宿
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
の
概
要

今庄宿の町並み（中心部より南を望む）
平入の町家が並ぶ

今庄宿の町並み
（中心部より南を望む）

　
令
和
３
年
８
月
２
日
の
官
報
告
示
に
よ
り
、
南
越
前
町
今
庄
宿
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
が
国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
福
井
県
内
で
若
狭
町
熊
川
宿
、
小
浜
市
小
浜
西
組
に
次
い
で
３
件
目
、
嶺
北
で
は
初
め
て
の
選
定
と
な
り
ま
す
。

　
越
前
地
方
の
豪
雪
地
に
発
展
し
た
宿
場
町
の
歴
史
的
風
致
を
維
持
し
、
江
戸
時
代
に
形
成
し
た
宿
場
町
の
地
割
を
良
好
に
残
し
て
い

る
点
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
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今
庄
宿
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
が
国
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重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
選
定
さ
れ
ま
し
た

今
庄
宿
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
が
国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
選
定
さ
れ
ま
し
た

南
越
前
町


